
◆収　入 （単位:円）

本年度予算 説　　　明

１　地域まちづくり交付金 1,661,000 地域まちづくり交付金

２　諸収入 280,000 前年度繰越金279,116円、利息等884円

1,941,000

◆支　出

本年度予算 説　　　明

１　地域振興費 350,000 地域交流事業、連携事業

２　研修費 105,000 視察研修、話し合いの場づくり

３　地域コミュニティ支援経費 898,000

1　集落活動支援事業 398,000 各集落の事業を支援

2　元気づくり応援事業 500,000 手上げ方式による支援事業（6集落）

４　安全安心な暮らし対策事業 20,000 自主防災組織との連携等

５　健康・福祉増進経費 15,000 ささえあいの地域づくり、敬老会参画

６　環境保全・改善経費 10,000 クリーン作戦、地域資源の発掘

７　組織運営経費 526,000 役員報償費、印刷製本費、備品購入費

８　予備費 17,000

1,941,000

区　　　分

合　　　計

区　　　分

合　　　計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

□申し込み先 

 平林地域まちづくり協議会事務局 

（神林支所地域振興課自治振興室内） 

 電話・告知端末（66-6122）に申し込みください。 

□利用方法 

 支所地域振興課自治振興室へお越しください。 

 

 

 

 

 

 

発行：平林地域まちづくり協議会 

自 然 と 文 化 、 人 が か が や く 平 林 

Ｖｏｌ．12 

２０１５年 

５月 29 日号 

通常総会が開催され、平成27年事業計画・予算が承認されました。 

『拡声器スピーカー』を貸し出します！ 

平成 27 年 4 月 10 日（金）、平林ふれあいセ

ンターを会場に、平成２7 年度通常総会を開催し

ました。 

総会では、平成 26年度の事業報告と収支決算、

平林地域まちづくり計画、平成 27 年度の事業計

画と収支予算が審議され、いずれも原案どおり承

認されました。 

《平林ふれあいセンター》

＞ 

平成 27年度 収支予算 

平林地域まちづくり協議会では、今年度ワイヤレス

マイク付き拡声器スピーカーを購入しました。地域イ

ベントや集落事業などの行事に使えるよう無償で貸し

出します。 

（但し、個人的な使用や営利目的での貸し出しはお断

りいたします） 

 備品貸し出しの申し込み方法 

イベントなどで手軽に使え、肩掛けもできます。 

『荒川クリーン作戦』を実施しました！ 

４月 25 日（土）、“清流”荒川を考えるワークショ

ップ主催による第 10 回荒川クリーン作戦が行われま

した。この事業は、清流荒川の環境美化を目的として

毎年行なっているもので、今年は平林中学校の生徒 63

名が参加し、河川敷に捨てられたごみを一生懸命拾い

ました。 

集まったごみはトラック４台分にもなりました。参

加した皆さまお疲れ様でした。 



        副会長 木村 竜也（平 林） 

早いもので設立準備委員会から４年 

が経とうとしています。運営委員会の会

議では、毎回遅くまで議論を交わし、委

員全員が出したアイディアを形にし、少 

しずつではありますが、まちづくりのあるべき姿が

見えてきたところであります。 

先日、ＰＴＡの会議の場で「あぁ～、あの水辺の

楽校でやる芋煮合戦は、まちづくりの事業だったん

だね～」や「芋煮以外では、どんな活動をしている

の？」という声を聞きました。まだまだ認知度は低

い会ではありますが、ふと、「別にまちづくり協議

会の名を知ってもらわなくてもいいんだなぁ～」と

思いました。どこが主催している事業であるかが重

要ではなく、地域の方々が笑顔で楽しく参加しても

らえるような場づくりを目指して、色々な想いを形

にしていければと思います。 

        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

ご意見・ご感想・問い合わせは 
 

 

 

■神林支所地域振興課自治振興室 TEL: 66-6122  

 

 

 

 
             佐藤 弘幸（葛籠山） 

昨年からまちづくりに参加して、最初はど

のような活動をおこなうのか戸惑いながら

取り組んできました。地域の人達の声を聞い

て活動していくのはとてもいいことだと思 

います。今年も地域住民の声を聞いて、地域に貢献し

ていきたいと思います。 

            佐藤 一嘉（川 部） 

私は、家の中でじっとしているのが嫌い

で、絶えず外で何かをしているのが好きで  

す。現在年齢は 58才になりますが、自分

の住んでいるこの地域の状況も昔と比べ 

ると変化してきており、段々周囲の方と接する機会

が少なくなったと感じております。ただ人は、自分

だけが良いということは無く、みんなと絆を深めて

生活することが望ましいと考えております。 

 まちづくり協議会の活動は、忘れかかっている人

とのつながりについて、向き合い議論や行動を起こ

すことで、今の時代地域に必要な活動を掘り下げて

行き、地域の活性化を目指している機関だと思いま

す。 

            小池 安雄（湯ノ沢） 

まちづくりに参加して３年が経ちまし

た。毎年秋に行なっている地域交流事業

ではビンゴ、○×クイズの司会を務めさ

せていただきました。昨年は天候にも恵 

まれ大成功だったのではと、私自身は思っておりま

す。もう 1 年任期が残っておりますので、精一杯務

めてまいります。 

            小池 利也（湯ノ沢） 

本年度でまちづくりに参加して４年目

となります。地域の皆さま共に発展してい

ける様に努めたいと思っております。どう

ぞよろしくお願い致します。 

            阿部 元幸（宿 田） 

まちづくり運営委員として活動してい

く中で、まだわからないことがたくさんあ

り、日々学ぶことが多いですが、皆さまに

喜んでもらえる地域となる様な活動をに

取り組んでいきたいと思います。 

            田中 ひとみ（松 沢） 

平林地域まちづくり協議会が発足して

４年目となります。地域の皆さまと代議員

の協力を頂き、より良い地域、住み良い地

域になることを目指し、微力ながら活動さ 

せて頂きます。４年目もよろしくお願い致します。 

            田中 ますみ（松 沢） 

まちづくりの運営委員になって今年２

年目です。１年目は、イベント企画や集落

支援・元気づくり応援事業の話し合い等、

まちづくりの裏側での大変さを実感しま 

した。今後も、地域活性化の為に貢献できるよう努力

していきたいと思います。 

            松本 富雄（小岩内） 

     まちづくり協議会発足から今年で４年目

となります。平林地域は７集落があります

が、各集落の一人ひとりが切磋琢磨し、何 

年後も今以上に住み良い地域でありますよ 

うに、皆さま一人ひとりのご協力をお願いし、挨拶に

かえさせて頂きます。 

           杉上 元太（葛籠山） 

     このまちづくり協議会運営委員となって

３年が経ちました。運営委員の中では一番

年下で、わからないことも多くありますが、

運営委員の皆さんと力を合わせ、平林地区 

の住民のつながりを広げ、地域を盛り上げていきた 

いと思います。よろしくお願いします。 

【役員・運営委員】会長：佐藤幸夫 副会長：木村竜也 監事：佐藤勝栄 佐藤久美子（敬称略） 

前回のまちづくり新聞で、お知らせできなかった運営委員を紹介します。 


